
1、は 解答の解き方とちがってしまいましたが、こちらの方が直感的
かなと思うので紹介します。

M[kg）の気体を設定、追跡して考えてみる。
頂上だと膨張しているはずである、V、→V2になったとする。

r m-で鱓ら､ で4と
いい mは不明数

状態方程式より
P iV=mmRT P2.2=mmRた［！密度と体

積と質量の関
係よりmM=P.w. E m aVs

>連立してVを消去
Pi.が=のRT / R?=≈Rたなしでい
た ？だ に -に一⇒ :e：と，

※解説は、物質量n(mol］と密度と体積の関係から nを消去して、
その後、共通部分を消去している。

※別解ではn[mol］を設定、追跡して、共通部分を消去している。
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mg=P(z)SZ・gな の
（ア

力のつりあいより
Plzt oz)S+P(z)SZ・g =Pz ,S

⇒ P Et oz,S-P(Z,S=IPZSFZ_m_n.ly)

（イ 状態方程式より
P V = n R T

⇒ I'(z,.SoZ =mms_n-sm.PT

⇒ P(Z)=TRIANA)

（ウ
（イ）式を解釈すると

P(z)=TRTP(z) ←Pの関数は「れの係数をつけた
Pの関数といえる。



Imm（ウ）続
これを用いて（ア）式をPの関数にすると、

ITT P Z t oZIS-mR_TICC.IS=-P(z,590Z
⇒ RBTPz+Δz,-Pcz,｝=-Pz,SgoZ
⇒ RTSTΔPz)=-P(z,59ΔZ

i .

☁

=-HPa）
へ ん し ー ー い い ）

>、なな袖した愛の変化率順す
（これをもとにグラフを書くと、

↑のっとり､ 齢は
はは傾きではゆる
やか度u s r

Zが大きいと傾きは？は急 ½- 7Z（高さ）

：はジジで激！ががぶるなどで。
| これを考えたい問題だったのだー ー ー ー ー 1
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""""で衝突してもひ｡ が変わ
らないように押している
弾性衝突なのでe=1である。

eだが
､ =
ジ-うた ←※ひi.ひxは速さ」なので正負の符合は

つかず大きさで考えてよい

iひっ！=ひ×+2で
- _ - （ ア ）

（イ
誘導ではひで一ひで を計算せよといっている。

ひでーひで=（ひxt2ひ。）²-ひ？
= 4Uxひ。+4ひ？
=4ひっ、（ひ。
に凸凹、がひと》ひ。よりだ÷0）
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ピストンがんうごくのにかかる

1 時間 o tは
△ t=dlwしほぼ2lで1往復 l>>olという

ことから近似
この間分子の進む距離は
cat=mad

近似的に分子が21うごく間に分子が1回衝干突するといえるので
ぶつかる回数は

"と=でででい
( I ) （イ）よ 1回につき、だが4ひxひ。増加するとわかっているので、

△ひで=4ひたひ。・でんた

=とい
（オ (I）の増加分が3方向にわかれて与えられるので

ひでの増加△（ひで）は
△(W)=J・じでん=2と

!

は



と続志マン定数の定義より、

こmひで=½KT （参考
⇒ w̅ = ¼ T

これより

△（ひで）
（オ）の式を代入し

2ⁿᵈ。= がΔT
△ただ・ででで

）ひで=itTより
△たCII（か


